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「コ クチ ゲ ン
」トノ效 力 ノ比較 實驗

第4報AOト 結 核 菌「コ クチ ゲ ン」トノ毒 力 ノ 比 較

京都帝國大學醫學部外科學教室(鳥潟教授指導)

大學院學生 醤 學 士 河 田 幸 一 郎

緒 言

相異 レル2ツ ノ免 疫 元 ノ免 疫 元 性能 働 カ ー;一・比 較 がAOヨ リモ作 用域 大(是 レ即 チ毒 力小 ナILノ

次 ル際 ニハ、必 ズ雨 者 ノ毒 力 二顧 慮 スベ キ モ ノ 徴1ニ シテ、而 シテ達 成 シ得 ル最 大 免 疫 赦 果 モ亦

ナ リ。 タ大 ナ ル コ トガ立 識 セ ラ レタ リ。

本研究 第2報 及 ピ第3報 二於 テハAOト 結 核 菌 然 レ ドモ眞 二嚴 重 二雨者 ノ免 疫 元 性 能 働 力 ラ知

「コ クチゲ ンート ・用量 茅選 加 ㍗ しコ トー ヨ リテ ラ ン ト欲 セバ雨 者 斗同 ・毒力 ノ立 場 ヨ リ比 較 ス

最大冤 疫 程度?求 メ以 テ雨 者 ノ成 シ逡^ゴ得 ル最,・ コ ト⇒要 ス。 本 篇 ニ テハ先 ヅ雨 者 ノ,!」功 子研

大 ノ免 疫炊 果 茅比 較 シタル ー 「コ クチ ゲ ン」・方 究 シタル結 果 ラ報 告 スル所 ア ラ 》 トス。

實 験 方 法

彊 重約10瓦 ノ健常 「マ ウ 礼 ノ腹 腔 一 可 検 抗 原 記 ノ値#以 テ直 チ ニ眞 個 ノ最 小 致 死 量ナ リ ト決

テ注射 シ、 其 ノ24時 間 内 二於 ケ ル 韓 飼旨 観 察 定 シ難 シ。 故 二可 槍 抗原9石 炭 酸 ノ影響 比 較 的

ス ゆコ トー ヨ リ テ明 白 トナ リ ㌃レ最 小致 死 量 ハ 僅 微 よ ・し海 瞑 二注射 シ其 ノ流 血 中 ノ白血 球 薮 百

AOニ テハ1.2耗 、結 核 菌fコ ク+i」一ン」ニ テハ 分 比 ノ推 移 ラ観 察 シ以 テ毒 力 井判 定j:ン ト企 テ

0.9琵 ナ レ結 果?得 タ リeタ リ。

然 レ共 雨者 何 レそ石炭 酸 ラ含有 シ居 ・レガ故 二上

實 駿 第 一 抗 原 液 含 有 石 炭 酸 量 不 同 ノ 場 合

實 駿 材 料

AO3要(市 販)製 、造 日附 昭 和 ～年7月15日 。 試 獣 健 常 ナ ・レi扇冥 ニ シテ 盟 重2m瓦 乃至3211

結核 菌 「コ ク手ゲ ンパ 市販1製 造 日附 昭 和8年 瓦 ノモ ノ#使 用 セ リ。

8月18日.

實 駿 成 績

AO拉 二結 核 菌 　コ ク チゲ ン ⇒試 獣 ノ頸 静腋 ヨ リ注射 シ第1表 ノ如 キ結 果 子得 タ リ・
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第1表 可橡抗原 阯二aJレ 鯉常海狽 白血球倣 ノ推移(2顛 不均)(第1圖 多照)
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第1圖 結 核菌「コクチ ゲ ン」並 二AO注 射後海瞑 流血 中白血球歎(%♪ ノ推 移(第1表 参照)
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一 →経 過 時 間(分)(11此 ノ際AOヌ!・ 結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」注 射 前 ノ白血 球 数 ヲ100ト ス

所見考察

本 實 験 成 績 二就 キ テAO拉 二結 核 菌 「コ クチゲ

ン」ノ 白 血球 檜 減 卒ZF均 数 相 等 シキ 場 合 テ求 ム

レバ、AO用 量1.2耗 、 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」用

量0.8耗 ノ133%ニ シテ、 此 際 雨 者 トモ用 量 ノ

=檜加 二從 ツ テ猫 ホ更 二白 血球 撒 檜 加 ノ傾 向 ア リ

(上昇位 相)、 依 テ同 一 毒 力 ト認 メ得 ベ シ。

抗 原 用量 テ次 第 二 加 檜 シテ 白血球 数 過 少(下 降

位 相)ラ 起 ス ニ到 ル最 小 限 界 量 ハAO1.6耗 』結

核 菌 「コ クチ ゲ ン」1.2耗 ナ リ。

即 チAOト 結 核菌 「コ クチ ゲ ン」トテ同 一毒 力 タ
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ラ シム ル ニ必 要 ナル雨 者 ノ量 的 封 比 ハAO4封

結核 菌 「コ クチ ゲ ン」3ナ リ ト蹄 納 セザ ル テ得 ザ

ル結 果 テ得 タ リ。

然 ル ニ襲 二余 等 ノ行 ヒ タ ・レAO拉 二結 核 菌 「コ

クチグ ン」ハ全 身性 免 疫 獲 得 程 度 ラ 検 討 セル動

物 試験(第2報 及 ピ第3報)二 於 テハ既 二鳥 潟 教

授 指導 ノ下 一 今牧 博 士(結 核 、 第4巻 第1號 、

BeitragezurKlinikd.Tuberculose.68Bd.

2u.3Heft.1928)、 荒木 千 里 博 士(日 本 外科

寳函、 第8巻 第6號)等 ノ報 告 セル ト同 ジ ク、結

核 菌 「コ クチ ゲ ン」ラ注 射 セ シ試 獣 一 テハ、 用 量

・6.0耗 マ デ ノ範 園 ニ テ ハ 例 外 ナ ク膿 重 ノ檜 加 テ

認 メ得 タル ニ反 シ、AOラ 注 射 セ シ試 獣 二於 テ

ハ試獣盟 重 ノ檜 減 優 々 ニ シテ、ZF均 盟 重 ハAO

用量3.0耗 ノ場 合 減 少 テ示 セ リ。

故 二「マ ウス」二封 スル本 實 験結 果 ニ テハAOヨ

リモ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ノ毒 力 ノ 方 ガ 大 ニ シ

テ、海 瞑 テ以 テ ノ實 験(第2報 及 ピ第3報)ニ テ

ハ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ヨ リモAOノ 方 ガ毒 力大

ナル ノ結 果 トナ リテ墜 互 ニー 致 セ ズ。 何 故 ニ カ

カル結 果 ラ招 來 セル ヤ。

本實験 成績 ハ12瓦 内外 ノ「マ ウス」一 就 テ 注射

後8時 間 以 内 ノ観 察 ナ ル ニ反 シ艘 重 ノ加 檜 テ認

メタル ハ300瓦 内外 ノ海 瞑 二就 テ48時 間乃 至

1週 後 ノ計 測 ナ リ。-Jノ 間 雨 免 疫 元 ノ含有 スル

石炭 酸 濃 度 ノ差 異等 ガ、 一 過 性 毒力 トシテ影響

入ル慮 ア ラザ リ シヤ否 ヤ。

試 ミニAO及 ピ結 核 菌 「コ クチ グ ン」ノ各1姥 テ

探 リiKo61er・Penny-Neuberg氏 法 ニ ヨ リ含

有 「フ エ ノー ・レ」ノ定 量 ラ 行 ヒタル ニ、AO1琵

中 ノ含有jll二〇.0052瓦 、結 核 菌 「1ク チゲ ン」一 ア

ハ0.0076瓦 ナ リ。 是 テ以 テ 白血球 上曾減 率4く均

獄 ノ相 等 シキ結 果 テ示 シ タ ・レ可検 抗 原 用lil:AO

1.2妬 、 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」0.8耗 ノ際 ノ含 有

セ ル{i炭 酸ll㌃テ 計 算 スル ニAOハ0.0062瓦 ニ

シテ、結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ハ0.0061瓦 ナ リ。 更

二白血 球 撒 過 少 ラ 招 來 スル 最 小 限 界 量AO1.6

琵 、結 核 菌 「コ クチゲ ン」1.2耗 二於 テハ其 ノ石

炭 酸 含有 量AOハ0.0083瓦 、 結 核 菌 「コ ク チ ゲ

ンJハ0.009瓦 ニ シテbO.0007瓦 ノ石炭 酸 テ過

剰 二含 有 ス.

即 チ前 者 ノ如 キハ 白血球 檜 加 テ來 セ シ原 因 ハ宛

然 石炭 酸 ノ ミニ原 因 ス ル ガ如 キ観 ア リ。 石炭 酸

ノ影 響 ハ意 クトニ大 ニ シテ海瞑 、 「マ ウ ス」ノ如 キ

小 動 物 二於 テハ石炭 酸 ノ濃 度 ラー 定 ニ セザ ル限

リ、毒 力 ノ如何 テ云 爲 シ得 ザ ル 事 ラ知 リ得 タ リ。

故 二下 ノ材 料 ニ ヨ リ再實 験 テ行 ヒタ リ。

實験第二 抗原液含有石炭酸量同一ノ場合

實験材料

AO3號 市販 製 造 日附 昭和8年12月26日

昭和9年1月4日 。

結 核菌 「コ クチ ゲ ン」 市販 製 造 日附 昭 和8

年10月26日 、 昭 和8年12月2日 。

雨免疫 元 ノ 各80耗 テ 各 々1箇 ノ「コルベ ン」二

集 メsソ ノ中 ヨ リ各1耗 テ取 リテKo61er-Penny一

Neuberg氏 法 一 ヨ リ含 有 「フエ ノー ル」ノ定 量

ラ行 ヒ タル ニ、AO1耗 中 ノ含 有 量0.0056瓦 、

結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ハ0.0068瓦 ナ リ。依 テ残 存

AO79妬 二封 シ結 晶 石炭 酸0.095瓦 テ加 ヘ テ、

結 核 菌 「コ ク チグ ン」ト相 等 シキ石炭 酸 濃 度 タ ラ

シメ タ リ。

實験成績

豫 メ石炭 酸 濃度 テ等 シカ ラ シメ タルAO拉 二結

核菌 「コ ク チゲ ン」ノ種 々 ナ ル量 ラ嚢 二免 疫 獲 得

程 度 ノ實験 二於 テ行 ヒ シガ如 ク試 験 用海 狽 ノ腹

腔 中 二注射 シテ、其 ノ血 中 白 血球 数 百分 比 ノ推

移 テ観 察 セ シニ第2表 ノ如 キ結 果 テ得 タ リ。
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第2衷"∫ 検抗原憧 二 勾レ健常海旗lfl血球数 ・推 移(3顛 李均)(第2圖 多照)
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第2圖 結核菌rコ 〃チゲ ン」蛇 二AO注 射後海猿流 血中白血球歎(%)・ 推 移/第2表 参照)
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一→ 絆 過 時 間 分)(1)此 ノ際AOヌ!・ 結 核 菌 「コ 〃 チ ダ ン」注 射 前 ノ 白血 球 薮 ヲ100ト ヌ

所見考察

毒 力 二依 リ白血球 過 少 テ來 セ シ最 小 限 界 量 ハ結

核 菌 「コ クチ ゲ ン」8耗 ニ シテ、AO6耗 ナ リ。

即 チ抗 原 性 物 質 ソ レ自身 ノ毒 力 テ同 一ナ ラ シム

結

(1)AOト 結 核菌 「コ クチ ゲ ン」トノ毒 力 テ同 一

ル ニ必要 ナルAO拉 二結 核 菌 「]ク チゲ ン」ノ量

的 封 比 ハAO3二 封 スル結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」4

ノ割 合 ナ ル事 テ知 リ得 タ リ。

論

ナラシムルニ必要ナル量的封比ハ雨抗原石炭酸
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濃 度 ノ相 等 シキ場 合AO3一 封 シ テ結 核 菌 「コ

クチゲ ン」4ノ 割 合 ナ リ。

(2)現 今 一一般 二用 ヒ 「・ル ・免疫 元 ハ防 腐 剤 ト シ

テ石炭 テ含 有 ス。 然,レニ結 晶 石炭 酸 ハ空 氣 中 二

於 テ吸 漁 性 強 ク正確 ノ秤 量 ハ 容 易 ナ ラズ。 精 密

二定量 分 析 ス ル時 ハ同 ・冤疫 元 二於 テt其 ノ製

造 月 日 ノ異+ル ニ從 ヒf、fr炭 酸 含有 量 ノ等 シ

カ ラサ ル ラ見 ル ハ常然 ナ リ。 然 モ是 等 ラ抗 原 ト

シ ア試 隙 用 小動 物 二注射 シタル場 合 、掲 リ「マ ウ

勺 ノ ミナ ラズ海猿 二 於 テ モ亦 タ石炭 酸 濃 度 ノ

差 ハ鋭 敏 二作 用 人ル ラ以 ア、 眞 ノ抗 原 物 質 ソ レ

自身 ノ毒 η ラ論 ズル馬 メニ ハ、常 二抗 原 液 含 有

{i炭 酸 濃 度 ヲ 号慮 ヘル テ要 ㌔




